
討 論 (2)

栽 培 の 問 題 に つ い て

座

座長 :松島氏や森谷氏などが使 っている ｢登 熟 歩

合｣と ｢稔実歩合｣の言葉の定義を明 らかにしてほし

い｡

松島(農技研):比重 1.06以上の籾を 登熟組として

その割合が ｢登熟歩合｣ である｡ この値は JaPoni-

ca も (ndica も相異がない｡

森谷(農事試):｢稔実歩合｣ も松島氏の ｢登熟歩

合｣と同じような意味である｡ しかし, 必ずしも比

屯1.06を厳密に意識せずに測定 した場合 もある｡

伊藤(農技研):登熟歩合が低下する理由を整理 して

ほしい｡

松島 :JaPonicaでは屑米が多いが,Zndicaでは,

マラヤでの調査の範囲内では,不受精籾の多いことが

原因している｡この理由としては,減数分裂期の早ば

つ,強還元,冠水のような不良環境や開花期における

二不良環境に基づ くものであろう｡

岡(遺伝研):マラヤでは,登熟歩合が松島氏は高い

といい高橋氏は低いといっているが･-｡

松島 :平均 したらJaPonicaの方が低い｡高橋氏の

データーはわからない｡

岡 :Mainと offの稲では異なるのでは ないか｡

松島 :一般に offseasonriceの方が登熟歩合は

高 い｡l

河田(農技研):頴花退化歩合が高いというが,残っ

た頴花の稔芙歩合は高いのかoまた籾のI-穂着組数は

多いのか少ないのか｡

松島 :稔実歩合は高い｡退化頴花を除外すると着粒

数は円本の稲よりも少ない｡

オブザーバー :不安精粗の多いのは,高水地肌下で

の花粉退化 も原因していないか｡

松島 :あるかと思 う｡そうした不良環境が減数分裂

用の栄養条件を全般に低下させていることも原因して

いよう｡

田中 (IRRI):開花期や登熟期にそうした不良環境

長 : 長 戸 雄 (名 大)

が起ると,当然に稔実歩合の低下が起ることが考えら

れるのではないか｡

松島 :開花期以降の影響 もないわけではない｡ しか

し開花期以後の不良環境では不受精籾はでない｡屑米

は多 くなるだろうが｡

田中 :屑米は少ないのではないか｡

松島 :籾数が少ないためだと思 うo詳 しく調査 して

いないが,出穂後 も枠中o)デンプンがた くさん残って

いろ｡

座長 :細長い米は屑米になりに くいことはないか｡

松島 :それは余 り関係ないだろう｡

オブザーバー :日射量と登熟 との関係はどうか｡

松島 :出穂後,糊熟期までの日射量が粒の肥大に重

要である｡

山田(農技研):マラヤでは中干 しを しても収量に影

響がないといわれ,一方では倒伏防止には有効となっ

ているが,この間の関係はどうか｡また,無肥料栽増

でも倒伏指数が200になっている｡施肥法によって倒

伏を左右することはできないと考えてよいか｡

杉本(東海近畿農試):登熟期に倒伏 しかかっていろ

稲の方が一般に収量が多い｡在マラヤの佐本氏の実験

によると,中干 しによってやや収量の上 った例 もあ

る｡また,松島氏の実験によると,減数分裂期に施肥

すると下部節間を伸ばす危険が少な く,倒伏を少な く

させて多収になった例 もある｡

山田 :中干 しをしたら Eh はあがるか｡

杉本 :著 しく上昇するが,20-30日でもとに戻る｡

松島 :強還元の水田では,中干 しによって不受精籾

が少な くなった例がある｡ 巾干 しの効果 も土壌の種類

によって異なるだろう｡

座長 :Zndicaの中には, 還元に強い適応性を示す

品種 もあるのではないか｡

松島 :あるように思 う｡

藤原(東北大):中干 しによって Ehが上昇 し,それ
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I);また甘 卜した時が, どういう生動 駆与欄に当た′二)か

二 丈 ､て撞tlj-:rJ川 .:',二三も考え られようTまた粘宝Fi'U)

マラヤの 土壌では 乾燥するのに 時間 がかかるだろう

∴ また甘性質合指 の少机 ､ニヒも考LLrT･-_TtLてお く必要

があるr)

松島 :申十 しして も,乾燥す 差までに l 畑 jぐらい

′いか,7､二ヒが多い｡

河田 :施肥 した ら倒伏す:/二,土いえ′ちか⊂

杉本 ･.地力の高い所では,無目LLl.刺-で も倒伏十 ?,二 t_

がありう:_I)､〕

佐藤(翠)(兵庫農大):;甚水蹄 tYTJ〕場 合･J減 .某と水晶

悠どうか:/カンポジャ丁 ま水沢が高すぎて発芽不能に

左る率が高い,i

桂本 :マラヤでは乾出直柿 は東北部い KotaBharu

地方で行なわれている｡BukitMerahu)洪水直橋に

っいては佐藤隆氏が調査 してい/㌦ 水深は深いがf【El渡

:j:そう高 くfi:く,発芽歩合は60-70%であ ←,た C

河田 :発芽歩合が悪 くなる(′県 ,水温が高いた/)よ

7)も強還元のためではないか｡ ジャワで日付掃 き し

て,種子が還元層に沈むのを防いでい ろ C,

佐藤(辛):カンポジ十では,直挿 した後て一度 勲 三

起すか牛r_食わせて過剰生長を抑えてい/1',がし

山田 :セイロンでも,-シゴ状のもC,)/7,I-JTき廻 Lて

出の生長を抑え/:'ことがあ I:'｡ 二の意粧 こい分に明 ら

かでないが,分 けつ軒加や陣 早し)功架が十一 二も言~き,

/iLて い /,_I

藤原 ‥ 熱 日付～痛うに 三一一一てはた して初潮tLilIjTL･;紺 欄jL

松島 :単位面積当た りの粗類を増加させ るために,

･里 芸をかな り旺盛に した方がよい二

悠裾 的生育剥 仁盛に して穂敬をふや した方がよ く,長

期種 は穂肥 重点の方がよい と思 う｡

松島 :初期生育を旺盛に して,倒伏に閲係する山持

前40-30日の時期 にN欠乏状態にさせ, 減1＼/(分裂期に

追肥 した らよいのではないか:/

田中 :フィリピンの例か らお して,初期壬L:_百をifLlえ

:エソノーが望ま しいと思 う｡現行の品種で初三lB生育を旺盛

にさせ ることは,過繁茂を促進 させて節問レ刃申長,顕

花退化のJ即 かとなる√〕 しか し,理想的にt'ま,初期生育

を抑え克 くて もよい lT潤 が育成されてほ しい｡熱帯し~〕

干封土薫瑠 まけ-1して少た くナ_工､ 有効基歩合の低 い〕.)

が｢甘超克'J)でゴノ)∴二･

藤原 :こU)点については,東 南アジア吉子伸上＼,))托情

森谷 :最高分 けつ用 と幼穂形 成期の近接 Lてい引 iLl]

種では,初期生百を旺盛にす,LSことが必要だが, こい

間隔の長いLT]種では,いたず らに初期生育,を腔矧 二十

二,ヒ, メイ虫害などを増加 させ I/:'おそれ もあ,rl/,っ ニ:,

いうI｢調重では,抹数をふや し, 何期の生育を抑えて,

律叛を確保すべ きでは左いか

松島 :長期種については,そうだろうと思 う

座長 :栽培技術や漕魁施設などが進/Lで くこ/I:'土, 初

制生育を瞳盛にす ′て⊃ことが大｣訓 二な って しく,-/7,だろJ),〕

馬場 (農技研):二親作普及の方法は｡

佐藤 (隆)(LLlj捌詩改良課):水に制約 されてい:17,｡根

示闇を各州に設けて,そこを足がか りに してい:Sが,

∴ ~'二.し､
岡 :台汽L,〕-一期作がマ レ- レ)二期作で,台浩 J)二期

作::-iマレーuj-一期作に該当す る｡まざらわ しいvJで出

ど う か :

佐藤(隆):慣行に従ったまでだが,面積の広狭によ

-､てい,I',レ)で,将来,いわゆる二期作の所持 が増加 し

て くると. こ,-ilLでは困るだろう｡

石倉 :/./冬氏の意見で,茎数確保のために栽植密度/i

増す ことが指摘 されているが,労力の点で問題 ほ畑 ､

十 し､多リつ性品種を奨励すべきではないか｡′

佐藤(隆):労力的には問題は畑 ､-.考古二中国人は宮

植 して生産力 も高いrj

馬場 :Malinjaは中間型 だが, ニ右で 穂鵠/Ji-ふ予

/.一二とができるのではないか,J

佐藤(隆):そのように思 う｡

長戸 :統 計によると,1956年以丸 急に二期作の直

情当たり収量が増 している理由はC

佐藤(隆):(1)栽培面精が拡大 して,病虫害などが分

散 したこと,(･2)施肥などが合理化 したこと,(3)短科で

穂で/(二の多いuL]n種の使用がふえた こ_l二,などが指摘 され

よう｢

本岡(京大):p二期作が Kedah州で行なわれていな

い理由は｡

佐藤(隆):河か ら揚水す j:'のが因難左 ニtIに~巨二頂

囚 しているようである,J
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